












































































































































































程となっている。                   









































































































































































































































































































































































































































































































































  （ア）               （イ）    20㎝ 
                             
 18㎝                            
          120°                                            180°  
                                        
 
   
           9cm 
                                10cm 
                                
 
             （ウ）   
               
                      24cm                   















































































































































































































小学校の時，どうやって 3．14 を教えられたか覚えていなかった。円周率は 3．14 な
のである，というものとして覚えていたのかもしれない。子どもたちに定義やその
性質を教えるときに「○○はこうである」ということをただ伝えるだけではいけな
いと思う。なぜそのようなことに至るのか，その経緯を教えたり，実際に証明して
見せたり，また，子どもたちに実践させて「体感」してもらうことが大切だと考える。
●今日の講義を受けて，自分の小学校では，ここまで詳しく円周と直径の関係につ
いて学んでいなかったため，とても新鮮な感じで授業を受けることができた。円周
で半径が３ｍちがうと知れば，半径に大きく左右されているのではないかと考えて
しまうが，実際は６πと半径に左右されないことが分かり，算数・数学は自分が思っ
ている以上に深いことが分かった。
　また，円周と直径の関係の図のところでは，どの三角形も相似ということがかく
されていて，とてもおもしろい発見ばかりで楽しい授業でした。
　振り返りから言えることは，学生自身の学び直しの重要性である。小中学校での算数数
学の学びを振り返りながら，もう一度教材と向き合って学び直すということである。現場
の教員も，何度も行った教材であっても，教室に持っていくときには，じっくりと教材と
向き合い，学び直すことが重要である。そのことと共通であろうと思うが，学生自身もも
う一度学び直すという行為に重点を起きながら，教材研究の重要性を実感してほしいと
願っている。
７　最後に
　宮城教育大学附属中学校に籍を置いていたときに，平成５年から３年間にわたり，文部
科学省の委嘱を受けて，教育課程の再編と統合に取り組んだことがある。その際に，小学
校との重複を避けて，教科のスリム化を図ったことがある。学校五日制の実施に向けての
スリム化であった。取り組みを通して，次のようなことを感じた。
（１）　中学校の教員は，小学校の教科書を常に見ながら，導入を工夫すること。
（２）　算数科における教材の取り扱いと順序性について把握すること。
（３）　重複している内容については，できるだけ割愛すること。
（４）　正負の数や文字式にあっては，算数科と数学科における壁があるので，取り扱
いを丁寧にすること。
（５）　図形の指導にあっては，小学校での具体的な操作活動を参考にしながら，文字
を使って表すことのよさや論理的に考えることのよさが実感できるようにするこ
と。
（６）　複数の小学校から中学校に入学する実態から，小学校での学びが一様ではない
ので，生徒の実態把握をしながら進めること。
　（３）については，スリム化の最重要項目であったが，繰り返し学習や学び直しという
観点から，疑問視する声があった。算数数学は，校種を超えて振り返りながら学ぶことに
よって，数学のよさや面白さを実感することが多いという現状を踏まえると同感であった。
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　今回の算数科の教材研究法の実践を通しても「繰り返し学習」と「学び直し」が，教材
研究には欠かすことができないものであり，そのような場面を指導者と子どもがどのよう
に共有していくかが大きな鍵を握るものと考えている。
　昨今の学校現場は，いじめや不登校問題への対応や報告物の増加に伴う事務量の多さか
ら，多忙化が急激に進んでいる。日本の教員の労働時間の多さに注目が集まっていて，文
部科学省も中学校における部活動の在り方等について議論が進んでいる。このような現状
の中で，校種を超えて，長期的な展望に立った教材研究や実践を行っていくことは難しい
状況にある。解決の糸口は，学校全体での連携，小規模校であればその地域の学校の連携
で，教員の貴重な研究や実践を共有していくことが大切だと考える。
　今次の新しい学習指導要領では，教員の資質としてカリキュラムマネジメントが求めら
れている。カリキュラムマネジメントの視点からも，これまでの教員の研究や実践を蓄積
し，いつでも見ることができるような環境の整備が必要であると考える。
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